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1972年荏原インフィルコ入社。荏原製作所本社経営企画部長、国連ニュー
ヨーク本部の環境審議官などを経て、2005 年グローバルウォータ・ジャ
パン設立。現在、国連テクニカルアドバイザー、水の安全保障戦略機構・
技術普及委員長、経済産業省「水ビジネス国際展開研究会」委員、自民
党「水戦略特命委員会」顧問などを務める。著書に『水ビジネス　110 兆
円水市場の攻防』（角川書店）、『日本人が知らない巨大市場　水ビジネ
スに挑む』（技術評論社）、『水に流せない水の話』（角川文庫）など。

グローバルウォータ・ジャパン代表　国連環境アドバイザー

吉村 和就

米ニューヨークの国連本部で開催された「国連 水と災害に関する特別会合」の様子（写真は日本水
フォーラム提供）

最近では、世界の水問題の中に洪

水などの水災害が含まれることは当

然となっているが、20年ほど前はそ

うではなかった。

第2回「世界水フォーラム」（2000

年、オランダ・ハーグ市）に参加し

た日本の政府関係者は、水災害が世

界の水問題として扱われていないこ

とに衝撃を受け、第3回の同フォー

ラムを日本に誘致し、水災害を主要

テーマの1つに加えた。日本はそれ

以降、「国連 水と衛生に関する諮問

委員会」、「水と災害ハイレベル・パ

年3月）、第2回（2015年11月）に続

くもので、今回初めてハンガリーの

アーデル大統領、モーリシャスのファ

キム大統領、ミャンマーのヘンリー

バンティオ副大統領ら国家元首級が

参加した。日本からは自民党の二階

俊博幹事長が参加して講演を行い、

「7月の九州北部豪雨の被害に触れた

うえで、国土強靭化の重要性を訴え、

日本の知見や経験、教訓を、全世界

に伝えていくことが日本の使命であ

※ HELP ＝ High-level Experts and Leaders Panel on Water and Disasters

　米ニューヨークの国連本部で
7 月 20 日、第 3 回「国連 水と災
害に関する特別会合」が開催さ
れた。国連で唯一の「水と災害」
をテーマにした特別会合で、水
と災害に関する国際的な意識を
高め、国際社会の水災害防止に
関する活動を前進させることを
目的にしている。主催は「 防災と
水に関する国連事務総長特使」
と「水と災害ハイレベル・パネ
ル（HELP※）」だが、日本政府が
主導している。会合に参加した
日本水フォーラムの守安邦弘
ディレクターのレポートを中心
に会合のもようを紹介する。

「国連 水と災害に関する特別会合」を開催
日本、防災投資の原則策定、会合の定期開催を提案

ネル」、「アジア・太平洋水サミット」、

「世界水フォーラム」などのグローバ

ルなチャンネルを活用し、国家の発

展には水災害への対策が重要である

と世界中にPRしてきた。そうした

活動が「国連 水と災害に関する特別

会合」（以下、特別会合）につながっ

ている。

特別会合の概要
今回の特別会合は、第1回（2013
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「国連 水と災害に関する特別会合」の会場に映し出された皇太子さまのビデオ基調講演（写真は日
本水フォーラム提供）

る」（守安氏のレポート）と強調した。

オープニングで元首級の講演が行

われた後、討議が行われた。オラン

ダのインフラ環境大臣が議長を務め、

国土交通省の森昌文技監のほか、他

国から6人の閣僚級や国際機関の高

官が参加、「水災害リスクの低減に

向けた投資と資金確保」をテーマに

議論した。

森技監は日本の経験を踏まえ、「防

災は国のリーダーシップが重要」で

あること、「防災への事前投資を増

やすことが重要」であることを指摘

し、それを実現するには、①防災投

資に関する原則を策定することや、

②2016年9月の国連総会で採択さ

れた「水の行動の10年（2018 ～ 28

年）」の間は特別会合を定期的に開催

することを提案した。

皇太子さまは、第１回、第2回と

もに特別会合に出席され、講演され

ている。今回は、残念ながら出席さ

れなかったが、ビデオを通じて講演

された。

皇太子さまの基調講演
オープニングでは、皇太子さまの

ビデオによる基調講演が行われた。

テーマは「水に働きかける」。内容の

一部をご紹介させていただく。

「私は昨秋、信玄堤（編集注：山梨

県甲斐市）を訪れました。信玄堤は、

日本の戦国時代の傑出した武将であ

る武田信玄によって建設されました。

信玄堤というと、堤防という構造物

が連続して設置されているイメージ

を持ちますが、信玄の目指したとこ

ろは、単なる堤防だけでなく、異なっ

た機能の施設を巧みに配し、当時暴

れ川だった釜無川の洪水を制御し、

その豊かな水量の恩恵を自国にもた

らすことにあったようです」

「このような角度から歴史的水施設

を見てみると、人はそこにある地形

や自然のありさまを俯瞰し、それに

対して自らの持てる知見と手段を適

合させてきたように見えます。こう

したやり方は現在でも立派に通用す

るものです。今後の私たちが水に働

きかけていくうえで貴重な示唆にな

りうるのではないでしょうか」

皇太子さまは日本の歴史的な水に

関する事例を、自ら撮影された写真

や制作された図表を用いて分かりや

すく説明され、歴史から学ぶことの

意義を語られた。さらに、海外の事

例にも触れられた。

「クアラルンプール（編集注：マ

レーシア）では、2007年から洪水放

水路と道路トンネルを兼ねたSMART

トンネルが運用されています。この

施設は200を超えるCCTVカメラを

設置するなど情報技術を駆使し、安

全面に多くの配慮がなされ、現代の

都市で大きな課題となっている都市

洪水と渋滞対策に対し、1つの施設

で解決を図っているところに特徴が

あります」

皇太子さまがこの施設を視察され

てその壮大な構想と実用性に驚いた

ことを振り返られ、科学技術の進展

への期待を語られた。講演の最後に、

「人類が掲げた高い共通の目標達成

の礎をなすため、世界の人々ととも

にさまざまな水問題解決に向けて歩

みを続けていきたい」と決意を述べ

られた。

皇太子さまの水に対する真摯な

姿勢、研究内容の深さは、世界中

から集まった出席者や聴講者を感

動させた。

皇太子さまの講演詳細については

宮内庁のホームページを訪ね、あら

ためて読んでほしい。

あとがき
今回の特別会合では、防災への事

前投資を増やすため、投資原則を策

定することが提案された。今後、水

と災害ハイレベル・パネルで具体的

な検討が進められていくと思われる

が、今年12月にミャンマー・ヤン

ゴン市で開催される第3回「アジア・

太平洋水サミット」の場も活用し、

防災大国・日本が世界をリードして

いくことを期待したい。E
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